
　

昨
年
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
を
受
け
て
、今
、大
き
な
注
目
を
浴

び
て
い
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
と
活

用
。中
で
も
期
待
を
集
め
て
い
る
太
陽

光
発
電
は
、さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
大
規

模
太
陽
光
発
電
施
設（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）

の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
の
架
台
基
礎
と
し
て
、私
た

ち
の
ジ
ー・エ
ク
ス・パ
イ
ル
の
技
術
を
活

か
し
た
架
台
基
礎
提
案
、対
応
力
が
、既

に
70
件
以
上
の
引
き
合
い
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。工
期
や
安
全
性
が
重
要
視
さ

れ
る
こ
の
案
件
で
ジ
ー
・エ
ク
ス・パ
イ
ル

が
評
価
さ
れ
て
い
る
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

は
、シ
ン
プ
ル
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
施
工
で

経
済
的
な
点
、　
＝
56
の
引
抜
き
方
向

支
持
力
を
有
す
る
点
で
す
。今
後
、北

は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
、全
国

各
地
で
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

2
0
1
0
年
急
速
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
普
及
が
進
み
、今
現
在
、携
帯
電
話

会
社
各
社
は
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に

全
力
を
挙
げ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
中
コ
ン

パ
ク
ト
な
工
法
と
施
工
機
械
が
評
価
さ

れ
、増
設
が
相
次
ぐ
通
信
鉄
塔
の
基
礎

と
し
て
、ジ
ー
・エ
ク
ス
・パ
イ
ル
が
数
多

く
の
引
き
合
い
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
本
全
国
で
展
開
す
る
施
工
会
社
と
協

力
体
制
を
組
み
、今
年
4
月
か
ら
日
本

全
国
で
順
次
施
工
を
開
始
、年
間
5
0
0

件
程
度
の
工
事
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

茨
城
、新
潟
、北
関
東
、そ
し
て
昨
年

の
関
西
に
次
ぐ
5
番
目
の
拠
点
と
し

て
、
2
0
1
2
年
5
月
か
ら
東
北
営
業

所（
仙
台
市
）を
新
設
し
ま
す
。東
北
エ

リ
ア
で
は
以
前
か
ら
多
く
の
実
績
を
積
み

上
げ
て
き
ま
し
た
が
、満
を
持
し
て
の
本

格
的
な
参
入
と
な
り
ま
す
。東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
旧
、復
興
が
急
務
と
な
る

宮
城
県
仙
台
の
地
で
、“

支
え
る
技
術”

を
持
つ
私
た
ち
も
復
旧
、復
興
に
貢
献

し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
方
面
で
物
事
が
大
き
く
動

き
出
し
た
今
、常
に
時
代
に
求
め
ら
れ
、応

え
ら
れ
る
会
社
で
い
ら
れ
る
よ
う
、私
た
ち

三
誠
は
今
後
ま
す
ま
す
新
た
な
商
品
開
発
、

技
術
開
発
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

４
月
１
日（
日
）よ
り
、北
海
道
に
特

約
代
理
店
契
約
を
締
結
し
、営
業
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。
5
月
15
日（
火
）に

は
、宮
城
県
仙
台
市
に
5
番
目
の
拠
点

と
な
る
東
北
営
業
所
を
開
設
し
、本
格

的
に
営
業
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。当
面

は
4
名
体
制
で
、仙
台
市
か
ら
の
営
業

展
開
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。北
は
北

海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島
ま
で
、全
国
に
営

業
網
が
整
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
４
月
20
日
に
評
定
を
取
得
し
た

E
C
S-

P
J（
嵌
合
式
無
溶
接
継
手
）

工
法
に
、さ
っ
そ
く
多
く
の
お
問
合
せ
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。本
工
法
は
、継
手
部

分
に
リ
ン
グ
を
使
用
し
て
鋼
管
杭
を
嵌

合
す
る
、溶
接
い
ら
ず
の
工
法
で
す
。

そ
の
た
め
、風
雨
等
の
気
象
の
影
響
を

受
け
ず
、さ
ら
に
火
気
厳
禁
と
さ
れ
る

化
学
工
場
の
よ
う
な
場
所
や
、水
中
で

も
鋼
管
杭
の
嵌
合
が
で
き
ま
す
。も
ち

ろ
ん
耐
力
は
溶
接
と
同
等
で
す
。機
械

を
用
い
る
た
め
溶
接
技
能
者
も
不
要
で
、

能
率
的
で
工
期
も
短
縮
で
き
ま
す
。一
般

的
な
小
口
径
鋼
管
杭
に
使
用
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
三
誠
営
業
部
ま
で
、お
気

軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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太
陽
光
発
電
設
備
基
礎
に

ジ
ー
・
エ
ク
ス
・パ
イ
ル
！

ジ
ー
・
エ
ク
ス
・パ
イ
ル
シ
リ
ー
ズ
に
、

E
C
S-

P
J
工
法
が
新
登
場
！

携
帯
電
話
用
ア
ン
テ
ナ
鉄
塔
に
も
！

東
北
営
業
所
を
宮
城
県
仙
台
市
に
新
設
。

　

第
15
回
全
国
販
売
店
会
を
、
5
月
23

日（
水
）に
開
催
し
ま
す
。全
国
各
地
か
ら

70
余
社
が
参
加
予
定
で
、弊
社
へ
の
期
待

の
高
ま
り
を
感
じ
、気
持
ち
を
引
締
め
て

お
り
ま
す
。土
木
分
野
へ
の
進
出
や
Ｅ
Ｃ

Ｓ-

Ｐ
Ｊ
工
法
が
加
わ
り
、通
信
鉄
塔
・メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
架
台
基
礎
の
受
注
も
活
発
化

し
て
い
る
今
年
度
は
、全
国
販
売
店
網
が

底
力
を
発
揮
す
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

本
コ
ン
テ
ス
ト
実
施
期
間
は
、6
月
1
日

（
金
）〜
１１
月
30
日（
金
）ま
で
。皆
で
結
束

を
図
り
、一
層
の
売
上
増
を
目
指
し
ま
す
。
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「
時
代
」が
求
め
る
ジ
ー・エ
ク
ス・パ
イ
ル
。

可
能
性
は
拡
が
り
続
け
る
！

三誠の
新たな
ステージ

北
海
道
・
東
北
へ
の
本
格
進
出

全
国
販
売
店
会

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
コ
ン
テ
ス
ト
開
始

携帯電話用
アンテナ鉄塔の
基礎に！

太陽光発電
設備の基礎に！



大阪市内某商業ビル増築工事

店舗営業中の増築に低騒音・低振動な工法が力を発揮。

仙台市某卸売市場災害復旧改築工事
G-ECS パイル G-ECS パイル

【施工年月：平成23年9月】【施工年月：平成23年11月】

衛生管理が重要な現場で、環境に低負荷な工法が決め手に。
本物件は梅田駅前の商業施設の増築で、既存店舗を営業しながらの
工事でした。さらに既存店舗の地下には宿泊施設があったため、低騒
音・低振動なG-ECS工法が採用されました。また、設計面でも既存建
物のギリギリに杭打設が可能で、かつ杭の偏心が少ないという利点も
評価され、採用にいたっている事例です。

平成23年3月11日の東日本大震災による被害で、早急な復旧が必要と
なった仙台市某卸売市場で、渡り廊下の基礎としてG-ECS工法が採用
されました。迅速な杭材納品や狭隘な現場での施工が可能というだけで
なく、食品を扱う施設において、廃土が無く、セメントを使用しない工法
が、環境面でも高評価をいただき採用になりました。

構造物概要
名称

用途

先端Ｎ値

設計支持力 杭先端深度

施工場所
杭の種類

φ267.4 　L= 24.5m
( t= 9.3mmx20m + t =12.7mmx4.5m)

GL- 26 .25m

大阪市内某商業ビル増築工事

商業ビル

大阪府大阪市

884kN

50

本数 15本

構造物概要
名称

用途

先端Ｎ値

設計支持力

杭先端深度

施工場所

杭の種類 φ216.3 t = 10.2mm　L= 6.0m

16本

GL - 7 .5m

仙台市某卸売市場災害復旧改築工事

渡り廊下

宮城県仙台市

370kN

31

本数

標
尺

柱
状
図

土
質
名

標 準 貫 入 試 験

10 20 30 40 50 60 
m

ボーリング柱状図

有機質粘土

細砂

盛土

シルト質粗砂

シルト質粘土

シルト質粘土
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標
尺

柱
状
図

土
質
名

標 準 貫 入 試 験

10 20 30 40 50 60 
m

ボーリング柱状図

砂レキ

中砂

粗砂

砂混り粘土質シルト

砂混り粘土質シルト

粘土混り中砂

粘土混じり中砂

レキ混り中砂
レキ混り細砂

シルト混り細砂
レキ混り粗砂

レキ混り粗砂

レキ混り砂質粘土

2

30

40

20
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N 値（m)

さまざまな条件下で、最良のソリューションとして採用されています。

お問い合わせは、メール info@sansei-inc.co.jp 
または、FAX 03-3639-8162（担当 営業部 小林）まで。
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本　　　　社 TEL：03-3639-5226  FAX：03-3639-8162
関 西 営 業 所 TEL：06-6243-2170  FAX：06-6243-2173
北関東営業所 TEL：048-813-6612  FAX：048-813-6615

新 潟 営 業 所  TEL：025-242-2180  FAX：025-242-2183
東 北 営 業 所 　 TEL：022-217-8105  FAX：022-217-8137
茨 城 営 業 所  TEL：0299-36-7170  FAX：0299-48-0025
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